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Abstract
The present study aimed at improving first-year university students’ reading class by means of action 
research. Students were required to read two passages at home using the on-line material named Super 
English（AE3）. They were also asked to check important words in the passages and write what they had 
in mind in about 100 words outside the classroom. In the classroom students were mainly engaged in 
speaking activities based on the passages that they had read. Students in pairs mainly asked and 
answered questions about the passages in the classroom, reading and commenting on their writings. Their 
evaluation of this class was very high compared with other classes and studied longer than students in 
other reading classes. However, their vocabulary, grammar, and reading proficiency were not improved 
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　（ 1 ） 本学の教育理念であるリベラル・アーツ、キリス
ト教主義、国際主義に関する質の高い本学独自の
英語教材を開発し、全学で使えるようにする。












（speaking、listening、reading、writing） が 変 化
するのかを調査する。




　（ 5 ） （ 3 ）の調査結果等を踏まえ他大学の視察を通して、
共通英語科目内容を再考する。






　（ 7 ） 「学修するコミュニティ」を活かし、学生たち自身
の手で簡単な英語教材を制作するプロジェクトを
立ち上げ、作品を作り上げる。
　本研究は、上記の 7 つの目標の中の（ 4 ）に当たる授業
研究である。本研究の対象となる科目名は「英語講読ⅠA、
ⅠB」である。この科目は、2019年度から「Comprehensive 


































































信頼性（internal reliability）、（ 2 ）外的信頼性（external 
reliability）、（ 3 ）内的妥当性（internal validity）、（ 4 ）



























題 の 確 定（Problem of Identification） → 予 備 調 査
（Preliminary Investigation）→仮説の設定（Hypothesis）
→ 計 画 の 実 践（Plan Intervention） → 結 果 の 検 証
（Outcome）→報告（Reporting）の 6 段階で説明している。
リチャーズ＆ロックハート（2000、p. 15）は、計画立案
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（ 1 ） 学 生 自 身 が 自 律 的（autonomous）、 計 画 的（systematic） な 学 習 を 通 し て 英 語 の 読 解 力（reading 
comprehension）、語彙（vocabulary）、文法（grammar）を総合的に高めると同時に主体的（independently）
に学習する態度を身につける。
（ 2 ） 学生は 1 週間に決められた曜日までの課題を行い、授業中は読解力を高めながら読んだ内容について日本語や
英語を使って話し合い（Questions and answers、Discussion）、宿題として出されたpassageに関して自分の考
えなどを英語で書いてきたものを（Writing）読み合う活動を行う。
（ 3 ） 600 words程度の英語のpassageを読んで、100 words程度の英文で自分の意見を述べることができる。

































また、それぞれのpassageに対して自分の意見を50 ～ 100 










（ 4 ）は、12月に 1 年次生全員がTOEIC L&R IPの試験
を受験することが義務であることを示している。共通英語
シラバスの中で授業の 1 / 3 をTOEIC L&Rに関する問題
演習等に時間を配分することになっている。


















順 に 学 習 し、 最 後 はConfirmation Testを 受 験 す る。
Challenge Testは読む時間を自分で設定し、その範囲の中
で問題を解くscanning、skimming 問題である。ここでは
速読力を養成する狙いがある。図 1 のTask 1 の「英単語
テスト」は学習者のAE3の学習状況に応じて出題され、本
文に関する重要な語句が学べるようになっている。Task 




る。Task 3 、Task 4 、Task 5 （図 1 ）は本文の空所を
埋める語彙挿入問題である。空所のある英文と挿入すべき
語彙だけ与えられているので、本文と語彙を理解しないと
問題が解けないようになっている。Task 6 （図 1 ）は
Confirmation Testである。本文の空所部分に文を入れる























びAppendix 1 、 2 、 3 を使ってまとめる。教室内では授
業の 1 / 3 をTOEIC readingに類した問題を解き、12月の
1 年次生全員に受験が義務付けられたTOEIC L&R IPに













（Appendix 1 、 2 、 3 ） は、After reading the passage, 
what do you have in mind?である。Writing 2（Appendix 





























































　研究課題 2 は、 1 年間の英語力の変化をPre-testとPost-
testを使って比べる。英語力を評価する外部試験として
「英語placement test　アルファ」（ELPA）を使用する。


























































　表 4 、表 5 及び図 3 から学生の本授業に対する受け止め





























1 授業内容はシラバスに合っていましたか。 3.60 3.77
2 受講生の理解度を確かめながら授業が進められていましたか。 3.38 3.79







6 言葉による説明だけでなく、受講生の理解を促進する工夫がなされていましたか。 3.29 3.72






9 この授業の予習、復習、自主学習に 1 週当たり平均どれくらい時間をかけました
か。
.80* 1.50*
10 あなたはこの授業に関して積極的に意見を述べたり質問をしましたか 2.54 3.09
11 あなたはこの授業の分野又は関連分野の学習をさらに深めたいですか。 3.08 3.41
13 到達目標を達成しやすいように指導がなされていましたか。 3.26 3.67









































































































































































表12 TOEIC L&R IPクラス平均値
Test Min Max Mean SD
TOEIC-L 115 395 236.6 64.8
TOEIC-R  90 280 173.3 46.2
表13 1年間のmileage数と総合学習時間
項目 Min Max Mean SD
総学習mileage 1681 11136 6841.5 1716.6







Mid-term Final  Mileage
Pre-test
（ELPA1）









TOEIC-L TOEIC-R Mid-term Final Mileage
TOEIC-L .68＊＊ .48＊＊ .45＊＊ .34＊
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Appendix 1
授業計画







































































































































Reading, TOEIC mini-test（Reading） TOEIC Reading
11
12/ 5




Reading, Discussion, Writing TOEIC Speaking & Writing
TOEIC受験（12/14、 4 ・ 5 講時）必ず受験、得点は秋学期成績にも反映される。
13
12/19










Appendix 2  毎回使用するWorksheet 例（表面）
英語講読I b Worksheet 1（October, 16th, 2017）, TASK 16
No.           Class           Name 
1. Tips for reading and grammar 
1  TOEIC SW（Speaking & Writing）
（ 1 ）スピーキングテストのQuestions4-6は身近な話題についてのインタビューに答えるといった形式の問題です。
（ 2 ）同じトピックに関する 3 つの短い設問に即座に答えてください。（ 3 ）解答時間は 1 、 2 問目は15秒、 3 問目は




2. Super English Reading
1. TOEIC Reading（p. 57）
（ 1 ）Vocabulary
（ 2 ）Part 5
（ 3 ）Part 6
（ 4 ）Part 7
Vocabulary
2. You have to finish Task 16 by 10:00 on October 23rd. Take notes about what you have learned through practicing 
Task 16.
（ 1 ）Read a text aloud of first paragraph of text.
Check which part you don’t understand. Write about it. You don’t have to write if you understand it.
（ 2 ）Vocabulary（Enrich your vocabulary）. Write a word you are not familiar, adding its meaning.
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毎回使用するWorksheet 例（裏面）
（ 3 ）What do you have in mind after reading this passage?
（The number of words you have written:）
4. Finish Task 16 by 10:00 on October 23rd. Take notes about what you have learned through practicing Task 16.
（ 1 ）Check which part you don’t understand. Write about it. You don’t have to write if you understand it.
（ 2 ）Vocabulary（Enrich your vocabulary）. Write words you are not familiar, adding the meaning.
3. What do you think of Marie Antoinette? Write about her in about 100 words.
（The number of words you have written:          ）
Evaluation Your reflections on Task 16 today’s class.
Hand in this worksheet on October 23rd.
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Appendix 3  ある学習者の work sheet 記入例（裏面）
0
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